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日
頃
か
ら
、
え
ひ
め
農
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
活
動
に
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
積
極
的
に
御
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
設
置
し
、
６
年
目
を
迎
え
ま

し
た
私
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の
農
業
経

営
・
就
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
て
、
経
営
意
欲

の
あ
る
農
業
経
営
者
が
自
由
で
多
様
な
経
営
発
展

を
図
れ
る
よ
う
法
人
化
や
法
人
経
営
の
強
化
等
の

課
題
に
対
し
、
税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
司
法
書
士
、
流
通
販
売
等
の
専
門

家
を
派
遣
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
ご
相
談
や
お
手

伝
い
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
農
家
か
ら
は
、「
客
観
的

に
現
状
を
見
定
め
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。」

「
法
人
化
の
基
礎
知
識
か
ら
経
営
理
念
や
方
針
の
立

て
方
、
文
書
作
成
に
至
る
ま
で
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
得
ら
れ
た
。」「
専
門
家
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た

の
で
安
心
感
が
あ
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供
誌
と
し

て
発
刊
か
ら
18
号
と
な
り
ま
す
本
誌
に
お
き
ま
し
て

は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
各
分
野
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
か
ら
、
経
営
改
善
や
経
営
発
展
を
志
向
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
有
意
義
な

情
報
や
話
題
を
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
営
を
見

直
し
て
所
得
を
増
や
し
た
い
、
経
営
診
断
で
「
経
営

を
見
え
る
化
」
し
た
い
、
販
路
を
拡
大
し
た
い
、
農

業
経
営
を
継
承
し
た
い
な
ど
の
お
考
え
を
持
た
れ
て

い
る
農
家
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
、
専
門
的
か
つ
タ
イ

ム
リ
ー
に
対
応
し
な
が
ら
、
農
業
経
営
の
発
展
や
地

域
農
業
の
活
性
化
を
ご
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
活
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

経
営
改
善
、
経
営
発
展
を
支
援
し
ま
す

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
農
林
漁
業
振
興
機
構
　
　 

理
事
長
　
兵
頭
　
昭
洋
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法
人
設
立
の
経
緯
と
理
念

　

農
業
生
産
法
人
百
姓
百
品
村
は

２
０
０
８
年
10
月
に
設
立
し
た
。
地
域
か

ら
「
年
々
ふ
え
る
耕
作
放
棄
地
を
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
相
談
が
、
生
産

者
や
住
民
が
出
資
、
設
立
し
た
農
産
物
直

売
所
百
姓
百
品
に
寄
せ
ら
れ
た
の
が
発
端
。

百
姓
百
品
グ
ル
ー
プ
の
和
氣
數
男
会
長
は

「
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

地
域
、
地
域
農
業
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
で
、
百
姓
百
品
の
グ
ル
ー
プ

会
社
と
し
て
す
ぐ
に
生
産
法
人
を
立
ち
上

げ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

２
０
２
４
年
１
月
、
社
名
を
ノ
ム
ラ
ン

ド
に
変
更
。「
農
で
作
る
無
限
の
可
能
性
」

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
地
域
雇
用
の
受
け
皿
、

農
業
後
継
者
育
成
の
場
、
耕
作
放
棄
地
の

担
い
手
、
多
様
な
人
が
活
躍
で
き
る
場
と

し
て
新
た
な
価
値
創
出
を
目
指
す
。

  

経
営
方
針

　

地
域
の
小
規
模
農
家
と
競
合
し
な
い
作

物
を
検
討
。「
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く

夏
場
で
も
夜
温
が
下
が
る
」「
冬
の
降
雪

が
少
な
い
」
な
ど
野
村
地
区
の
気
候
特
性

を
生
か
し
、
良
品
質
生
産
、
周
年
栽
培
が

可
能
な
青
ネ
ギ
専
門
の
経
営
と
す
る
。
業

務
用
青
ネ
ギ
を
周
年
栽
培
・
出
荷
す
る
体

え ひ め 農 業 の
トップランナー

　

西
予
市
野
村
町
の
農
業
生
産
法
人
百
姓

百
品
村
は
地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し

て
青
ネ
ギ
を
生
産
、
全
国
各
地
の
外
食
産

業
や
加
工
業
者
な
ど
に
販
売
す
る
。
地
域

の
特
性
を
生
か
し
品
質
の
良
い
青
ネ
ギ
を

周
年
栽
培
、
出
荷
す
る
体
制
を
整
え
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
５
段
階
規
格
の

出
荷
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
き
た
。
創

立
15
周
年
を
契
機
に
社
名
を
ノ
ム
ラ
ン
ド

に
変
更
。
農
を
生
業
と
し
、
未
来
の
子
供

た
ち
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
、
住
み
た

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

代表取締役 井上　桃子

社　　員 ６人

設 立 年 2008年10月

資 本 金 1,350万円

事業内容 青ネギの生産・販売

売り上げ 約7,800万円
（2022年度）

井上桃子代表　

出荷調整作業

制
を
整
え
、
利
用
者
の
要
望
に
合
わ
せ
た

５
段
階
規
格
の
出
荷
、
臨
機
応
変
の
対
応

を
経
営
の
基
本
に
据
え
る
。

  

栽
培
の
こ
だ
わ
り
と
販
売
戦
略

　

耕
作
放
棄
地
を
積
極
的
に
引
き
受
け
、

60
カ
所
の
圃
場
３
㌶
で
年
３
作
、
青
ネ
ギ

を
栽
培
す
る
。
圃
場
が
分
散
し
て
い
る
の

は
作
業
効
率
は
悪
い
が
病
害
虫
が
発
生
し

た
場
合
は
リ
ス
ク
を
分
散
で
き
る
。

　

男
女
６
人
の
社
員
が
栽
培
管
理
に
取
り

組
む
。
周
年
安
定
生
産
に
向
け
栽
培
計
画

な
ど
に
Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
ほ
か
、

標
高
差
が
大
き
い
地
形
を
生
か
し
、
夏
場

は
標
高
の
高
い
圃
場
で
栽
培
す
る
な
ど
知

恵
を
出
し
合
い
工
夫
し
て
い
る
。
周
年
安

農業生産法人百姓百品村（野村町）
（2024年１月ノムランドに社名変更）

耕作放棄地活用し青ネギ生産、販売、
担い手として地域農業維持に貢献
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取
材
後
記

　

ノ
ム
ラ
（
野
村
）
と
ラ
ン
ド
（
土
地
）

を
合
わ
せ
た
新
し
い
社
名
「
ノ
ム
ラ
ン
ド
」

に
は
地
域
の
未
来
に
向
け
た
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
と
向
き
合

い
、
地
域
と
連
携
し
て
歩
ん
で
き
た
15
年

の
実
績
を
踏
ま
え
、
新
た
な
役
割
を
模
索

す
る
ノ
ム
ラ
ン
ド
。
昨
年
、
代
表
を
受
け

継
い
だ
井
上
さ
ん
に
は
女
性
の
視
点
、
発

想
で
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

山
岡　

憲
子

朝霧の中で収穫作業

定
出
荷
を
確
立
す
る
た
め
に
生
産
者
７
戸

と
３
㌶
で
全
量
買
い
取
り
の
委
託
契
約
を

結
び
販
売
量
を
確
保
す
る
。

　

ダ
ム
湖
（
野
村
ダ
ム
）
近
く
の
圃
場
は

早
春
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
霧
が
発
生
し
や

す
い
。
朝
霧
が
た
ち
込
め
る
中
で
ネ
ギ
を

収
穫
す
る
情
景
を
商
品
名
「
朝
霧
ネ
ギ
」

に
付
け
た
。
青
ネ
ギ
は
Ｓ
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｍ
・

Ｌ
・
Ｌ
Ｌ
の
５
規
格
（
太
さ
）
で
栽
培
、

選
別
し
、
事
業
者
が
要
望
す
る
規
格
を
出

荷
す
る
。
都
市
で
開
か
れ
る
商
談
会
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
「
朝
霧
ネ
ギ
」
の
良

さ
と
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
規
格
で
の
出
荷

を
説
明
す
る
。
地
道
な
商
談
を
続
け
た
結

果
、
徐
々
に
取
り
引
き
す
る
事
業
者
が
全

国
各
地
に
広
が
り
、
県
内
の
う
ど
ん
店
を

中
心
に
ス
ー
パ
ー
、
加
工
業
者
な
ど
30
社

と
契
約
取
引
す
る
。

　

資
産
量
、
売
り
上
げ
は
順
調
に
伸
び
、

２
０
１
９
年
度
は
生
産
量
３
５
８
㌧
、
売

り
上
げ
１
億
２
、７
０
０
万
円
と
過
去
最

高
に
な
っ
た
。
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
外
食
産
業
向
け
の
出
荷
量
が
減
り
、

２
０
２
２
年
度
は
生
産
量
１
８
６
㌧
、
売

り
上
げ
７
、７
０
０
万
円
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。

　

青
ネ
ギ
が
競
合
の
時
代
を
迎
え
る
中
、

ど
う
差
別
化
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
販

売
し
売
り
上
げ
を
回
復
す
る
か
。
新
た
な

販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
取
引
価
格
が

１
㌕
当
た
り
１
、０
０
０
円
～
１
、２
０
０

円
と
最
も
高
く
、
需
要
が
伸
び
て
い
る
Ｓ

Ｓ
サ
イ
ズ
の
増
産
を
検
討
し
て
い
る
。
作

り
や
す
い
栽
培
方
法
を
県
な
ど
関
係
機
関

の
力
を
借
り
て
検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

  

人
材
育
成

　

現
在
、
社
員
は
男
女
６
人
、
平
均
年
齢

26
・
８
歳
と
若
い
。
入
社
時
に
農
業
経
験

が
あ
っ
た
の
は
県
農
業
大
学
校
卒
業
生
の

３
人
だ
け
だ
っ
た
が
、
圃
場
で
農
場
長
に

教
わ
り
な
が
ら
実
践
研
修
で
栽
培
技
術
を

習
得
し
栽
培
管
理
に
取
り
組
む
。

　

百
姓
百
品
村
は
、
法
人
自
体
が
地
域
の

担
い
手
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
担
い
手
の

育
成
に
も
一
役
買
う
。
社
員
が
経
験
を
積

み
、
就
農
を
希
望
す
れ
ば
契
約
農
家
と
し

て
独
立
が
可
能
で
、
独
立
後
も
栽
培
技
術

や
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
ま
で
に

２
人
が
独
立
し
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い

手
に
成
長
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
法
人
を
担
う
人
材
も
若
手
を
登

用
。
２
０
２
３
年
９
月
、
和
氣
前
代
表
か

ら
井
上
桃
子
さ
ん
（
38
）
が
代
表
取
締
役

を
受
け
継
い
だ
。
女
性
の
感
性
を
生
か
し

た
新
た
な
舵
取
り
に
期
待
が
か
か
る
。

  

地
域
貢
献
と
将
来

　

耕
作
放
棄
地
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
の

農
地
維
持
、
景
観
保
全
に
寄
与
。
青
ネ
ギ

の
出
荷
作
業
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
企
業
の
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
作
業
所
・
レ
イ
ン
ボ
ー

ア
グ
リ
に
委
託
、
障
害
者
の
就
労
を
支
援

し
農
福
連
携
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
の

担
い
手
を
自
負
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
百
姓
百
品
グ
ル
ー
プ
の
活

動
は
令
和
５
年
度
農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く

り
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
し
た
。

　

今
後
、
社
外
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
を

強
め
、
全
国
の
人
に
ノ
ム
ラ
ン
ド
と
「
朝

霧
ネ
ギ
」
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
情
報

発
信
。
新
し
い
立
ち
位
置
で
役
割
を
考
え
、

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
農
業
生
産
法
人

で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
る
。

井上さんと社員ら
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愛
媛
で
農
業
を
始
め
ま
し
た

担
い
手

　

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町

　
山
路　
隼
之
介
さ
ん

　　

栃
木
県
か
ら
移
住
、

　
久
万
高
原
町
で
就
農

　
ト
マ
ト
産
地
支
え
る
地
域
の
担
い
手
に

＊　
移
住
・
就
農
の
き
っ
か
け

　

大
阪
府
出
身
の
山
路
隼
之
介
さ
ん

（
29
）
は
、
新
潟
県
の
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
栃
木
県
で
就
職
し
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

て
環
境
調
査
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
イ
チ
ゴ
農
家
と
知
り
合
い
、
手
伝
い

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
農
業
に
関
心

を
持
ち
始
め
ま
す
。
農
業
を
す
る
な
ら
果

樹
と
考
え
ま
し
た
が
、
農
家
に
相
談
す
る

と
果
樹
よ
り
野
菜
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
３
月
、
３
年
間
勤
め
た
会
社

を
退
職
。
野
菜
農
家
に
数
カ
月
間
住
み
込

ん
で
様
々
な
野
菜
の
栽
培
を
学
び
、
農
業

フ
ェ
ア
に
出
か
け
て
情
報
収
集
す
る
中
で

夏
秋
ト
マ
ト
産
地
・
久
万
高
原
町
の
研
修

制
度
や
新
規
就
農
時
の
補
助
事
業
を
知
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
愛
媛
県
の
移
住
フ
ェ
ア

で
久
万
高
原
町
の
担
当
者
か
ら
詳
細
を
聞

き
、
２
０
１
８
年
夏
に
久
万
農
業
公
園
農

業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
１
週
間
の
事
前
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
ト
マ
ト
の
栽
培
現
場
で

実
際
に
作
業
を
体
験
、
久
万
高
原
町
に
移

住
し
ト
マ
ト
農
家
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

先
輩
農
家
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

先
輩
農
家
が
し
っ
か
り
実
績
を
上
げ
て

い
る
こ
と
、
栃
木
県
で
自
然
ガ
イ
ド
系
の

仕
事
を
し
て
い
た
妻
稜
子
さ
ん
（
32
）
と

も
ど
も
久
万
高
原
町
の
自
然
環
境
に
惹
か

れ
移
住
を
決
め
ま
す
。

＊　
研
修

　

２
０
１
９
年
３
月
、
久
万
高
原
町
に
移

住
。
住
ま
い
は
町
が
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
隼
之
介
さ
ん
は
４
月
か
ら
久
万
農
業

公
園
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
に
。

稜
子
さ
ん
は
３
年
間
の
任
期
で
、
面
河
山

岳
博
物
館
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

隼
之
介
さ
ん
は
２
年
間
の
研
修
期
間

中
、
６
㌃
程
度
の
圃
場
を
任
さ
れ
、
ト
マ

ト
の
育
苗
か
ら
定
植
、
栽
培
管
理
、
収
穫

ま
で
一
連
の
栽
培
技
術
や
農
業
生
産
技
術

を
実
践
研
修
。
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
農

業
簿
記
な
ど
農
業
経
営
の
基
礎
、
ハ
ウ
ス

の
建
て
方
も
学
び
ま
し
た
。「
研
修
２
年

目
に
土
壌
病
害
が
発
生
。
ど
れ
だ
け
減
ら

せ
る
か
、
一
番
大
変
だ
っ
た
。
実
際
に
作

っ
て
み
て
ト
マ
ト
は
自
分
に
合
っ
て
い
る

と
思
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

山　岡　憲　子

＊　
新
規
就
農
時
の
資
金
、
経
営

　

新
規
就
農
に
向
け
、
農
地
は
町
の
担
当

者
が
探
し
て
く
れ
ま
し
た
。
希
望
し
て
い

た
選
果
場
に
近
い
西
明
神
地
区
で
、
体
調

を
悪
く
し
ト
マ
ト
栽
培
を
や
め
る
人
か
ら

ハ
ウ
ス
丸
ご
と
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
就
農
時
に
は
機
械
に
十
分
な
投
資
が

で
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
補
強
パ
イ
プ
、
ト

マ
ト
用
か
ん
水
シ
ス
テ
ム
、
細
霧
冷
房

シ
ス
テ
ム
、
ト
ラ
ク
タ
ー
整
備
費
、
約

１
、０
０
０
万
円
は
、
県
の
「
え
ひ
め
次

世
代
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
町

の
新
規
就
農
者
支
援
事
業
「
農
業
機
械
・

施
設
整
備
費
補
助
金
」
で
60
％
補
助
。
残 トマト収穫

山路隼之介さん
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り
は
農
業
公
社
が
負
担
し
、
山
路
さ
ん
は

リ
ー
ス
料
を
公
社
に
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
16
・
５
㌃
で
夏
秋
ト
マ
ト
「
桃

太
郎
」
を
１
人
で
栽
培
、
７
月
上
旬
か
ら

11
月
下
旬
ま
で
収
穫
し
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
ま

す
。
省
力
化
、
コ
ス
ト
軽
減
を
目
指
し
、

栽
培
指
針
の
範
囲
内
で
農
薬
散
布
回
数
を

減
ら
し
、
細
霧
冷
房
を
活
用
し
て
樹
勢
安

定
を
図
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
１

年
目
は
初
め
て
の
細
霧
冷
房
を
い
ろ
い
ろ

に
使
っ
た
結
果
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
が
上

が
り
病
気
が
発
生
。
３
年
目
に
は
土
壌
病

害
が
出
る
な
ど
失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、
違

う
品
種
を
２
本
立
て
育
苗
す
る
な
ど
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
ま

す
。

　

就
農
以
来
３
年
間
の
生
産
量
と
売
り
上

げ
は
、
２
０
２
１
年
18
㌧
（
10
㌃
当
た
り

13
・
５
㌧
）
６
０
０
万
円
、
２
０
２
２

年
22
㌧
（
同
13
・
６
㌧
）
９
０
０
万
円
。

２
０
２
３
年
は
土
壌
病
害
の
発
生
で
前
年

よ
り
減
少
し
20
㌧
（
同
12
㌧
）
８
０
０
万

円
。「
一
人
農
業
で
収
穫
量
１
番
」
が
目

標
で
す
。

　

ま
た
、
管
理
を
任
さ
れ
て

い
る
圃
場
４
㌃
で
サ
ツ
マ
イ

モ
を
栽
培
し
親
子
芋
ほ
り
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
自
然
ガ

イ
ド
を
し
て
い
る
稜
子
さ
ん

が
作
物
と
自
然
の
関
わ
り
や

土
中
の
生
き
物
の
生
態
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
参

加
者
に
好
評
と
い
い
ま
す
。

＊　
今
思
う
こ
と

　

ま
だ
栽
培
経
験
は
３
作
。
失
敗
も
あ
る

が
自
分
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
や
り
方
次
第

で
、
安
定
し
て
、
品
質
の
良
い
ト
マ
ト
を

長
期
取
り
で
き
る
こ
と
が
面
白
い
。

　

地
域
の
生
産
者
は
高
齢
化
が
進
み
、
栽

培
を
や
め
る
人
も
多
い
。
新
規
就
農
者
を

増
や
し
て
い
く
た
め
に
自
分
が
成
功
モ
デ

細霧冷房を活用して樹勢安定

芋掘りイベント

自然ガイドとして活動する稜子さん

ル
に
な
り
、
目
標
と
し
て
も
ら
え
る
存
在

に
な
り
た
い
。

　

ト
マ
ト
栽
培
の
な
い
冬
場
は
趣
味
と
実

益
を
兼
ね
て
県
内
外
の
ス
キ
ー
場
で
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い

る
。
昨
年
、
趣
味
で
総
合
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
た
。
将
来
は
法

人
化
し
、
旅
行
業
の
資
格
を
生
か
し
て
農

業
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実
施
す
る
の
が

夫
婦
の
夢
だ
。

　

移
住
・
就
農
を
考
え
て
い
る
人
に
「
や

り
た
い
と
思
う
こ
と
は
１
回
や
っ
て
み
る

こ
と
が
大
事
。
就
農
は
栽
培
す
る
だ
け
で

な
く
経
営
す
る
こ
と
と
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
自
分
は
地
域
の
自
治
会
や
消

防
団
に
入
り
、
草
刈
り
な
ど
の
地
域
活
動

に
も
参
加
し
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
て
い
る
。
移
住
し
た
ら
地
域
の

人
た
ち
と
友
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
大

事
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
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司法書士

松　下　純　一

⒈　
株
主
総
会
の
運
営

〈
株
主
総
会
の
構
成
員
の
確
定
〉　

　

①　

定
時
総
会
に
出
席
す
る
株
主
は
、

決
算
期
の
終
了
時
点
に
、
会
社
の
株

主
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
主

が
、
総
会
に
出
席
す
る
事
が
出
来
る

株
主
と
な
り
、
こ
の
株
主
に
対
し
、

定
時
総
会
招
集
通
知
を
発
送
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

②　

株
主
の
代
理
人
の
出
席
の
制
限
に

つ
い
て
は
、
定
款
に
、
株
主
の
縁
故

者
等
に
限
定
し
た
定
め
の
あ
る
場
合

を
除
き
、
事
前
に
会
社
あ
て
通
知
す

る
こ
と
で
、
代
理
人
が
出
席
す
る
事

が
出
来
、
決
議
に
加
わ
る
事
が
出
来

ま
す
。

　
（
議
決
権
の
代
理
行
使
）

　
　

定
款
第
〇
条　

　

株
主
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
は
、

当
会
社
の
議
決
権
を
有
す
る
株
主
又

は
親
族
を
代
理
人
と
し
て
、
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
に
は
、
株
主
総
会
ご

と
に
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

③　

最
近
、
株
主
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
株
主
の
存
在
が
不
明
で
招
集
通

知
が
届
か
な
い
等
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
株
主
名
簿
は
、

株
主
総
会
の
最
も
大
切
な
基
礎
に
な

る
管
理
資
料
で
す
。

⒉　
株
主
総
会
の
種
類

①　
定
時
株
主
総
会

　

定
時
の
株
主
総
会
は
年
に
一
回
、
そ
の

会
社
（
法
人
）
の
定
款
に
定
め
ら
れ
た
営

業
年
度
を
例
え
ば
、「
当
社
の
営
業
年
度

は
、
毎
年
４
月
1
日
か
ら
、
３
月
31
日
ま

で
の
1
年
間
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
会

社
は
、
こ
の
1
年
間
の
営
業
の
決
算
を
行

い
営
業
年
度
終
了
日
か
ら
3
カ
月
以
内
に

株
主
総
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
総
会
を
定
時
総
会
又
は
通
常
総
会

と
い
い
、
年
に
一
度
の
み
開
催
さ
れ
ま

す
。
3
カ
月
を
過
ぎ
る
と
決
算
総
会
で
あ

っ
て
も
臨
時
総
会
と
な
り
ま
す
。

②　
臨
時
株
主
総
会

　

定
時
総
会
以
外
に
開
催
さ
れ
る
株
主
総

会
は
、
臨
時
総
会
と
な
り
必
要
に
応
じ
て

何
度
で
も
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
す
が
、

一
般
的
に
事
業
目
的
の
追
加
削
除
に
よ
る

変
更
、
商
号
や
営
業
年
度
等
の
変
更
等
、

定
款
の
規
定
に
変
更
が
生
じ
る
事
項
は
総

会
に
お
い
て
決
議
す
る
必
要
が
あ
り
、
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

定
款
の
変
更
に
伴
い
、
登
記
事
項
と
な

っ
て
い
る
変
更
に
つ
い
て
は
、
変
更
期
日

か
ら
2
週
間
以
内
に
登
記
申
請
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③　
書
面
決
議
の
方
法
に
よ
る
各
総
会

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
株
主
が
一
堂
に
会
し

て
審
議
す
る
対
面
開
催
は
、
感
染
予
防
の

た
め
、
書
面
決
議
に
よ
る
方
法
を
定
款
に

定
め
て
い
る
場
合
は
、
集
合
形
式
の
総
会

に
替
え
て
こ
の
方
法
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

書
面
決
議
の
場
合
は
、
別
紙
１
の
様
式

に
よ
る
提
案
書
を
提
案
者
が
株
主
に
送
付

し
、
各
議
案
に
つ
き
、
株
主
の
同
意
書
、

別
紙
２
が
全
株
主
か
ら
会
社
に
到
着
し
た

最
後
の
同
意
者
の
到
着
日
に
総
会
決
議
が

農
業
法
人
設
立
後
の
法
人
管
理
運
営（
そ
の
５
）
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あ
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。

　

決
議
あ
っ
た
事
を
議
事
録
に
し
、
同
意

書
を
合
綴
し
10
年
間
保
管
す
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
（
株
主
総
会
の
決
議
の
省
略
）

　
　

定
款
第
〇
条　

　

株
主
総
会
の
決
議
の
目
的
た
る
事

項
に
つ
い
て
、
取
締
役
又
は
、
株
主

か
ら
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
議
案
に
つ
き
議
決
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
株

主
が
、
書
面
に
よ
っ
て
そ
の
提
案
に

同
意
し
た
と
き
は
、
そ
の
提
案
を
可

決
す
る
旨
の
株
主
総
会
の
決
議
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
す
。

⒊　
株
主
総
会
の
成
立
要
件

　

株
主
総
会
、
定
時
、
臨
時
を
問
わ
ず
、

定
款
の
規
定
に
よ
り
出
席
者
と
出
席
者
の

保
有
す
る
株
式
数
に
よ
り
下
記
の
通
り
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
一
般
的
で
す
。

　
（
決
議
の
方
法
）
第
〇
条　

　

株
主
総
会
の
決
議
は
、
法
令
又
は

本
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
出
席
し
た
議
決
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
の
議
決
権

の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
。

　

但
し
、
定
款
の
変
更
等
重
要
な
特
別
決

議
の
場
合
は
、
過
半
数
（
委
任
状
を
含

む
）
以
上
の
株
主
が
出
席
し
、
そ
の
3
分

の
２
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
決
議
す
る
事

に
な
り
ま
す
。

⒋　
リ
モ
ー
ト
形
式
総
会
の
開
催

　

総
会
形
式
は
集
合
総
会
の
一
種
で
す

が
、
例
え
ば
、
松
山
市
の
本
店
で
総
会
を

開
催
す
る
が
、
一
部
株
主
が
宇
和
島
市
や

西
条
市
に
い
て
、
出
席
が
難
し
い
時
に

は
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
会
議
に
参
加
す
る
方
法
に
よ
り
決
議
に

加
わ
る
方
法
で
開
催
さ
れ
る
場
合
が
増
え

 

 

（別紙１） 

定時総会書面決議による提案書 

 
株主各位様 
 当社は、今期の株主総会を会社法３１９条１項並びに定款文  条に 
基き書面決議の方法により定時総会を行います。つきましては同封の参考書類

をご検討のうえ、同封の同意書に賛否を記入いただき、平成  年  月  日

までにご回答いただきますようお願い申し上げます。 
                               敬具 
 

記 
 

１、株主総会に報告すべき事項 
  第  期令和  年 月 日から令和  年  月 日の事業報告および 
  計算書類報告の件 
    事業報告計算書類につきまして同封のとおりご報告いたします。 
  なお、事業報告および計算書類等につきましたは、当社取締役会の 
  承認も得ております。 
 
２、当総会の目的である決議事項 
  ①承認事項   第  期決算の承認 
  ②決議事項   第  期決算 
  ③取締役３名選任の件 
   役員候補者を取締役に選任する件 
 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 

（別紙１）

 

 

（別紙２） 

同 意 書 
 
株式会社 〇〇〇〇 
   代表取締役〇〇〇殿 
 
 私は、貴社の株主として令和  年  月  日付で通知がありました「提案

書」に記載された下記の提案事項すべてについて、会社法の規定に基づき同意い

たします。 
 

記 
 
（報告、承認事項省略） 
 
【決議事項】 
１、取締役、選任の件 
      選任する取締役 
        住 所 
 
        名 前 
 
 
 
 
 
  １、提案のとおり取締役に〇〇〇〇を選任する事に同意します。 
 
 
 令和  年  月  日 
 
              住  所 
              株主氏名  〇〇〇〇   ○印  
 
 
 

（別紙２）
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て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
次
の
双
方
向
で
対
話

出
来
る
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
事

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
別
紙
３
）

　

こ
の
方
法
で
の
会
議
は
、
特
に
取
締
役

会
に
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
、
株
主
総
会

は
閉
鎖
会
社
等
少
人
数
の
会
社
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
が
今
後
は
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

リ
モ
ー
ト
の
開
催
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
形
式
の
議
事
録
は
、
別
紙
の
様
式

と
な
り
ま
す
。

※　

株
主
管
理
と
総
会
当
日
運
営
は
、
次

回
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 

（別紙３） 
 

リモートによる株主総会議事 
 
 
１、日 時：令和  年  月  日 
２、場 所：当会社本店会議室 
    インターネットを使ったオンラインシステム（以下「本システム」 
    という）を利用して開催 
３、出席者：株主総数   １，０００株     5 名 
      本日の株主数 １，０００株 
      うち、議決権を有する株主総数    5 名 
      出席株主数  １，０００株     5 名 
     （本システムにより出席）２００株   2 名 
４、議 事：上記のとおり出席があり、総会は有効に成立したので、代表 
      取締役〇〇〇〇は議長となり、本株主総会は本システムを用 
      いて開催する旨を宣言した。 
      本システムにより、出席者の音声が即時に他の出席者に伝わり 
      出席者が一堂に会するのと同等に適時的確な意見表明が互いに 
      できる状態となっていることが確認されて、議案の審議に入った。 
      １、議案、取締役選任の件 
 本日の総会は、本システムにより終始異状なく議題の審議を終了したので、 
議長は閉会を宣言した。 
 
 以上の決議を明確にするため、本議事録を作成し、議事録作成者が次に 
記名押印する。 
 
  令和  年  月  日 
 
   株式会社〇〇〇〇株主総会 
           議事録作成者名          ○印  
 

（別紙３）
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【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る

メ
リ
ッ
ト
】

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

•　

幅
広
い
方
か
ら
資
金
調
達
が
で
き
ま

す
。

•　

発
信
媒
体
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　

成
功
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
世

の
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
が
集
ま
り
、
取
材

な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。

•　

他
業
種
の
知
ら
な
い
人
に
も
ア
プ
ロ

ー
チ
で
き
、
販
路
開
拓
に
な
り
ま
す
。

　
　

全
国
の
消
費
者
等
の
目
に
留
ま
り
、

直
接
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•　

フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　

支
援
者
は
、
今
後
も
あ
な
た
の
商
品

を
継
続
購
入
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

•　

資
金
調
達
に
失
敗
し
て
も
リ
ス
ク
が

小
さ
い
で
す
。

中小企業診断士

上　岡　誠　司

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
シ
リ
ー
ズ
4

回
目
で
最
終
回
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ

は
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
で

す
。
最
近
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
支
援
者
と
し
て
利
用
し

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
起
案
者
と
し
て
自

分
で
も
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
わ
れ
た

方
、
一
緒
に
勉
強
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
は
？
】

　

ざ
っ
く
り
言
う
と
、
ア
イ
デ
ア
の
実
現

に
対
し
て
協
力
を
募
っ
て
資
金
を
集
め
、

支
援
し
て
く
れ
た
人
に
商
品
を
作
っ
て
送

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。（
一
般
に
、

購
入
型
、
寄
付
型
、
投
資
型
の
3
タ
イ
プ

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
「
購
入

型
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。）。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
農

業
に
関
連
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
販
売
促
進
、
資
金
調
達
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
農
業
者
が

自
分
の
野
菜
や
果
物
を
販
売
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
場
合
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
費
用
や
商
品
の

製
造
費
用
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
農
業
者
が
自
分
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

銀
行
融
資
や
出
資
と
異
な
り
、
個
人
で

手
軽
に
挑
戦
で
き
、
失
敗
し
て
も
リ
ス
ク

が
小
さ
く
て
済
み
ま
す
（
手
数
料
く
ら
い

し
か
か
か
ら
な
い
）。
他
業
種
の
知
ら
な

い
人
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
い
う
点

も
あ
り
、
農
業
者
に
人
気
な
資
金
調
達
方

法
で
す
。

資
金
調
達
法
に
つ
い
て
（
そ
の
４
）

プロジェクト
起案者

プロジェクト
投稿

支援 支援

支援者に返礼品を送る

 
支援者
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【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
注
意

事
項
】

　

一
方
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
出
稿
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
自
身
で
広
告
宣
伝

を
行
わ
な
い
と
十
分
な
支
援
を
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
特
に
近
頃
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
出

稿
す
る
業
者
が
多
い
の
で
競
争
が
激
し

く
、
目
標
金
額
を
達
成
で
き
て
い
な
い
方

も
多
く
い
ま
す
。（
達
成
率
は
平
均
30
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
に
よ
っ
て

高
い
成
功
率
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。）。
利

用
す
る
際
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

•　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
成

功
す
る
保
証
が
な
い
た
め
、
事
前
に
し

っ
か
り
と
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
時
間
や
労
力
が
か
か
り
ま
す
。

•　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用

す
る
場
合
、
手
数
料
や
手
続
き
費
用
な

ど
が
か
か
る
た
め
、
事
前
に
費
用
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
多
数

あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ

ト
を
比
較
・
検
討
し
、
自
分
に
向
い
て

い
る
サ
イ
ト
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
成
功
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
後
述
し
ま
す
。

【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
２
種

類
の
方
式
】

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
方
式
に

は
大
き
く
分
け
て
2
種
類
あ
り
ま
す
が
、

農
業
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は All-in 

方
式

が
多
い
よ
う
で
す
。

【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
流
れ
】

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
連
の

流
れ
を
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
前

①　

企
画
・
立
案
（
ス
ト
ー
リ
ー
、

返
礼
品
を
考
え
る
）

②　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ

イ
ト
の
選
択

③　

写
真
（
余
裕
が
あ
れ
ば
動
画

も
）
撮
影
、
文
章
の
作
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
後

①　

支
援
者
の
動
向
を
見
つ
つ
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ
の
修
正

②　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告

で
拡
散
す
る

③　

メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
を
目
的

と
し
て
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
打
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

　

お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
返
礼
品
の

送
付

【
着
手
す
る
最
適
な
時
期
は
い
つ
？
】

　

ど
ん
な
状
況
の
農
業
者
が
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
着
手
す
る
と
成
功
し
や

す
い
で
し
ょ
う
？　

ま
ず
、
規
模
拡
大
や

商
品
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
と
い
う

い
わ
ば
ア
イ
デ
ア
だ
け
の
段
階
、
こ
の
段

階
の
人
に
は
お
す
す
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
は
、
最
適
な
段
階
は
い
つ
か
と
い

う
と
、
す
で
に
企
画
が
走
り
始
め
て
い
る

段
階
で
す
。

　

具
体
的
に
言
う
と
実
施
し
た
い
設
備
が

決
定
し
て
い
て
、
商
品
名
・
ロ
ゴ
・
見
た

目
も
決
ま
っ
て
お
り
、
す
で
に
試
作
品
を

製
作
済
み
の
段
階
、
こ
れ
よ
り
前
の
段
階

だ
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
弱
く
、
返
礼
品
の
画

像
や
商
品
名
が
魅
力
的
で
な
い
こ
と
か
ら

支
援
が
集
ま
り
に
く
い
で
す
。

All-or-Nothing 方式

　プロジェクト期間内に目標金額に到達しな
かった場合は、支援の申し込みはキャンセル
され、全額返金されます。未達の場合、リタ
ーンを届ける必要はありません。

All-in 方式（おすすめ）

　目標金額に到達しなかった場合でも、集まっ
た分だけ支援金を受け取れる方式です。集ま
った支援額にかかわらず、プロジェクトを実施
してリターンを届ける義務があるため、最低限
の自己資金は用意しておく必要があります。
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【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
成
功

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

•　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用

す
る
前
に
、
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
目
的
や
内
容
を
明
確
に
し
、
目
標
金

額
や
返
礼
品
の
内
容
な
ど
を
決
め
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
応
援
し
た
く
な

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

•　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
や
目
的
を
明

確
に
伝
え
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ

ー
ジ
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
文
や

画
像
、
動
画
を
掲
載
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

•　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
シ
ェ
ア
し
た
り
、
リ
ツ

イ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
人
々
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•　

返
礼
品
の
内
容
や
数
量
、
配
送
方
法

な
ど
を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
返
礼
品
が
魅
力
的
で
あ
れ

ば
、
支
援
者
が
増
え
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

•　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ
を
定
期
的
に

更
新
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
や
新
し
い
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
支
援
者
の
興
味

を
引
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ど
ん
な
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
イ
ト
が
あ
る
か
？
】

　

業
界
最
大
手
の C

AM
PFIRE 

、
食
に

特
化
し
た AG

RISSIV
E! 

な
ど
が
有
名

で
す
が
、
他
に
も
数
多
く
の
サ
イ
ト
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
サ
イ
ト
が
「
掲
載
時
手
数
料
は

無
料
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
に
集
め
た

金
額
の
一
部
（
９
～
20
％
）
を
手
数
料
と

し
て
支
払
う
」
形
態
を
と
り
ま
す
。
ま

た
、
得
意
分
野
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
審
査
期

間
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
成
功
率
に
も
違
い

も
あ
り
ま
す
。
比
較
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す

か
ら
ど
の
サ
イ
ト
が
向
い
て
い
る
か
し
っ

か
り
と
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

【
農
業
系
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
事
例
】

例　
「
最
高
峰
の
柑
橘
を
目
指
し
、
全
国

の
人
に
お
届
け
し
た
い
!!
」

　

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
例
に
つ
い
て

は
、
実
際
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
イ
ト
を
覗
い
て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
掴

み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
以
下
に
例
示
し

ま
す
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
農
業
者
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
際
に
重
要
な
点
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
し
っ
か
り
押
さ
え
、
成
功
の
秘
訣

を
守
れ
ば
、
失
敗
の
可
能
性
を
下
げ
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
稿
を
参
考
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

・食と農のクラウドファンディング　AGRISSIVE!
https://agrissive.com/shop/default.aspx

・「フード・飲食店」で人気のプロジェクト　CAMPFIRE
https://camp-fire.jp/projects/category/food
注　他にもたくさんのクラウドファンディングサイトがあります。

出所：「あぐりマッチ　農業界のクラウドファンディング」より
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労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
際
に
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
対
し
て
労
働
条
件
通
知
書

（
雇
用
契
約
書
）
を
交
付
し
て
、
様
々
な

労
働
条
件
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
4

月
か
ら
次
の
4
項
目
が
制
度
改
正
に
よ
り

変
わ
り
ま
す
。

１　
「
就
業
場
所
・
業
務
の
変
更
の
範

　
囲
」
の
明
示

　
「
雇
い
入
れ
直
後
の
就
業
場
所
」
と

「
業
務
の
内
容
」
を
明
示
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事

項
に
加
え
、
将
来
の
配
置
転
換
な
ど
を
想

定
し
た
「
変
わ
り
得
る
就
業
場
所
や
業
務

内
容
」
も
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
の
労
働

契
約
の
締
結
時
と
有
期
労
働
契
約
の
更
新

の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２　
「
更
新
上
限
の
有
無
と
内
容
」
の

　
明
示

　

有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
更
新
上
限

（
通
算
契
約
期
間
ま
た
は
更
新
回
数
の
上

限
）
の
有
無
と
内
容
を
明
示
す
る
こ
と
が

新
た
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

更
新
上
限
の
有
無
と
は
、
例
え
ば
「
契

約
期
間
通
算
5
年
」「
更
新
4
回
ま
で
」

と
い
う
よ
う
に
、
上
限
以
後
は
更
新
し
な

い
ル
ー
ル
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
最
初

の
契
約
締
結
よ
り
後
に
更
新
上
限
を
新
た

に
設
け
る
場
合
や
、
最
初
の
契
約
締
結
時

に
設
け
て
い
た
更
新
上
限
を
短
縮
す
る
場

合
、
改
正
後
は
「
更
新
上
限
を
新
た
に
設

け
る
」
ま
た
は
「
短
縮
す
る
」
理
由
を
、

事
前
に
対
象
者
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
明
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
入
社
時
・
有
期
労
働
契
約
時
だ
け
で

な
く
契
約
更
新
ご
と
に
更
新
回
数
の
上
限

を
明
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３　
「
無
期
転
換
申
込
機
会
」
の
明
示

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
同
一
会
社
と

の
間
で
有
期
労
働
契
約
が
5
年
を
超
え
て

更
新
さ
れ
た
場
合
、
契
約
社
員
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
の
有
期
契
約
労
働
者
か
ら
の
申

込
み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
さ
れ
る

ル
ー
ル
で
す
。
会
社
は
、
有
期
契
約
労
働

者
か
ら
無
期
転
換
を
希
望
さ
れ
た
場
合
に

そ
の
申
し
出
を
断
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無

期
労
働
契
約
に
転
換
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
4
月
以
降
は
、
こ
の
「
無

期
転
換
申
込
権
」
が
発
生
す
る
更
新
の
タ

イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期
転
換
を
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
る
旨
（
無
期
転
換
申
込
機

会
）
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４　
「
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
」
の

　
明
示

　

無
期
転
換
は
、「
有
期
契
約
か
ら
期
限

を
定
め
な
い
無
期
契
約
に
換
え
る
」
こ
と

を
指
し
、
労
働
時
間
、
給
与
な
ど
の
労
働

条
件
は
そ
の
ま
ま
で
、
雇
用
期
間
の
み
を

期
間
限
定
（
有
期
）
か
ら
定
年
ま
で
（
無

期
）
へ
と
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
た
だ
し
、
無
期
転
換
後
の
賃
金
等

の
労
働
条
件
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
正
社
員
や
フ
ル
タ
イ
ム
の
無
期
雇
用

労
働
者
な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を
徹
底
し
な
け

特定社会保険労務士

成　川　献　次

農
業
経
営
と
労
務
管
理
（
そ
の
７
）

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
労
働
条
件
明
示
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
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れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件

が
有
期
雇
用
契
約
時
と
ど
の
よ
う
に
変
更

す
る
の
か
、
第
3
項
の
「
無
期
転
換
申
込

機
会
の
明
示
」
と
と
も
に
、
無
期
転
換
後

の
労
働
条
件
の
明
示
も
義
務
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件

の
明
示
は
、「
無
期
転
換
申
込
権
」
が
発

生
す
る
有
期
雇
用
契
約
の
更
新
ご
と
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
労
働
条
件
通
知
書
の
ひ
な
型
を

例
示
し
ま
す
。
赤
字
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
２
０
２
４
年
4
月
か
ら
の
制
度
改

正
で
変
更
に
な
る
箇
所
で
す
。

 

（一般労働者用；常用、有期雇用型） 

労働条件通知書 

                                                                年  月  日

          殿 

事業場名称・所在地 

使 用 者 職 氏 名 

契約期間 期間の定めなし、期間の定めあり（  年  月  日～  年  月  日） 
※以下は、「契約期間」について「期間の定めあり」とした場合に記入 
１ 契約の更新の有無 

 [自動的に更新する・更新する場合があり得る・契約の更新はしない・その他（  ）] 

２ 契約の更新は次により判断する。 
  ・契約期間満了時の業務量   ・勤務成績、態度    ・能力 
  ・会社の経営状況 ・従事している業務の進捗状況 

・その他（                              ） 
３ 更新上限の有無（無・有（更新  回まで／通算契約期間  年まで）） 
【労働契約法に定める同一の企業との間での通算契約期間が５年を超える有期労働契約の締結の場合】 

本契約期間中に会社に対して期間の定めのない労働契約（無期労働契約）の締結の申込みをすること
により、本契約期間の末日の翌日（ 年 月 日）から、無期労働契約での雇用に転換することができ
る。この場合の本契約からの労働条件の変更の有無（ 無 ・ 有（別紙のとおり） ）

【有期雇用特別措置法による特例の対象者の場合】 
無期転換申込権が発生しない期間： Ⅰ（高度専門）・Ⅱ（定年後の高齢者） 
Ⅰ 特定有期業務の開始から完了までの期間（   年  か月（上限 10 年）） 
Ⅱ 定年後引き続いて雇用されている期間

就業の場所 （雇入れ直後）           （変更の範囲） 

従事すべき 

業務の内容 

（雇入れ直後）           （変更の範囲） 

 
【有期雇用特別措置法による特例の対象者（高度専門）の場合】 
・特定有期業務（            開始日：    完了日：    ） 

始業、終業の

時刻、休憩時

間、就業時転

換((1)～(5)
のうち該当す 

るもの一つに

○を付けるこ

と。)、所定時

間外労働の有

無に関する事

項 

１ 始業・終業の時刻等 

 (1) 始業（   時   分） 終業（   時   分） 

 【以下のような制度が労働者に適用される場合】 

 (2) 変形労働時間制等；（  ）単位の変形労働時間制・交替制として、次の勤務時間

の組み合わせによる。 

    始業（ 時 分） 終業（ 時 分） （適用日     ） 

    始業（ 時 分） 終業（ 時 分） （適用日     ） 

    始業（ 時 分） 終業（ 時 分） （適用日     ） 

  (3) ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制；始業及び終業の時刻は労働者の決定に委ねる。 

（ただし、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀｲﾑ（始業） 時 分から  時 分、 
（終業） 時 分から  時 分、 

                     ｺｱﾀｲﾑ         時 分から  時 分） 

 (4) 事業場外みなし労働時間制；始業（ 時 分）終業（ 時 分） 

 (5) 裁量労働制；始業（ 時 分） 終業（ 時 分）を基本とし、労働者の決定に委ね

る。 

○詳細は、就業規則第 条～第 条、第 条～第 条、第 条～第 条 

２ 休憩時間（  ）分 

３ 所定時間外労働の有無（ 有 ， 無 ） 

休   日 ・定例日；毎週  曜日、国民の祝日、その他（         ） 
・非定例日；週・月当たり  日、その他（          ） 
・１年単位の変形労働時間制の場合－年間  日 
○詳細は、就業規則第 条～第 条、第 条～第 条 

休   暇 １ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合→     日 
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇 （有・無） 
         → か月経過で  日 
         時間単位年休（有・無） 
２ 代替休暇（有・無） 
３ その他の休暇 有給（          ） 
         無給（          ） 
○詳細は、就業規則第 条～第 条、第 条～第 条 

（次頁に続く）  
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賃   金 １ 基本賃金 イ 月給（     円）、ロ 日給（     円） 

       ハ 時間給（    円）、 

       ニ 出来高給（基本単価    円、保障給    円） 

       ホ その他（     円） 

       へ 就業規則に規定されている賃金等級等 

 
２ 諸手当の額又は計算方法 

  イ（  手当    円 ／計算方法：           ） 

  ロ（  手当    円 ／計算方法：           ） 

    ハ（  手当    円 ／計算方法：           ） 

  ニ（  手当    円 ／計算方法：           ） 

３ 所定時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率 

    イ 所定時間外、法定超 月６０時間以内（   ）％ 

              月６０時間超 （   ）％ 

          所定超 （   ）％ 

  ロ 休日 法定休日（   ）％、法定外休日（   ）％ 

  ハ 深夜（   ）％ 

４ 賃金締切日（   ）－毎月 日、（   ）－毎月 日 

５ 賃金支払日（   ）－毎月 日、（   ）－毎月 日 

６ 賃金の支払方法（            ） 

 ７ 労使協定に基づく賃金支払時の控除（無 ，有（   ）） 

８ 昇給（ 有（時期、金額等        ） ， 無  ） 

９ 賞与（ 有（時期、金額等        ） ， 無  ） 

10 退職金（ 有（時期、金額等        ） ， 無 ） 

 

 

退職に関す 

る事項 

１ 定年制 （ 有 （  歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ 有（  歳まで） ， 無 ） 
３ 創業支援等措置（ 有（  歳まで業務委託・社会貢献事業） ， 無 ） 
４ 自己都合退職の手続（退職する  日以上前に届け出ること） 

５ 解雇の事由及び手続 

 

○詳細は、就業規則第 条～第 条、第 条～第 条 

そ の 他 ・社会保険の加入状況（ 厚生年金 健康保険 その他（    ）） 

・雇用保険の適用（ 有 ， 無 ） 
・中小企業退職金共済制度 

（加入している ， 加入していない） （※中小企業の場合） 
・企業年金制度（ 有（制度名           ） ， 無 ） 

・雇用管理の改善等に関する事項に係る相談窓口 
  部署名       担当者職氏名        （連絡先         ） 
・その他（                                  ） 
 

※以下は、「契約期間」について「期間の定めあり」とした場合についての説明です。 
  
 労働契約法第18条の規定により、有期労働契約（平成25年4月1日以降に開始するも
の）の契約期間が通算５年を超える場合には、労働契約の期間の末日までに労働者か
ら申込みをすることにより、当該労働契約の期間の末日の翌日から期間の定めのない
労働契約に転換されます。ただし、有期雇用特別措置法による特例の対象となる場合
は、無期転換申込権の発生については、特例的に本通知書の「契約期間」の「有期雇
用特別措置法による特例の対象者の場合」欄に明示したとおりとなります。 
 

以上のほかは、当社就業規則による。就業規則を確認できる場所や方法（             ）

※ 本通知書の交付は、労働基準法第１５条に基づく労働条件の明示及び短時間労働者及び有期雇用労働者

の雇用管理の改善等に関する法律（パートタイム・有期雇用労働法）第６条に基づく文書の交付を兼ねる

ものであること。 

※ 労働条件通知書については、労使間の紛争の未然防止のため、保存しておくことをお勧めします。 
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税理士

二　村　建　臣

　

今
回
は
確
定
申
告
と
節
税
と
い
う
テ
ー

マ
で
執
筆
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇　
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

ま
ず
確
定
申
告
で
す
が
、
ご
存
じ
の
と

お
り
、
２
／
16
～
３
／
15
ま
で
が
申
告
の

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
月
16
日
以
前

で
も
提
出
は
可
能
で
す
が
、
大
事
な
の
は

3
月
15
日
の
申
告
期
限
は
守
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
期
限
後
申
告
と
な
っ
た
場
合
、

原
則
と
し
て
、
無
申
告
加
算
税
や
青
色
申

告
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
ま
す
。

　

令
和
6
年
1
月
1
日
以
後
に
法
定
申
告

期
限
が
到
来
す
る
も
の
は
、
納
付
す
べ
き

税
額
か
ら
15
％
～
30
％
ま
で
の
無
申
告
加

算
税
の
税
率
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
限
は
郵
送
の
場
合
は
消
印
の
日

付
で
判
断
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
期

限
ぎ
り
ぎ
り
に
提
出
す
る
の
で
は
無
く
、

少
し
余
裕
を
も
っ
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
、
期
限
後
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

厳
し
い
の
で
そ
れ
は
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

「
国
税
庁
」「
期
限
後
」
で
ネ
ッ
ト
検
索
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
消
費
税
の
確
定
申
告

　

申
告
は
消
費
税
の
申
告
も
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
提
出
期
限
は
3
月
31
日
で
す

が
、
先
ほ
ど
の
申
告
期
限
も
含
め
期
限
日

が
土
日
祝
日
等
の
場
合
は
翌
日
と
な
っ
た

り
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
が
必
要
で

す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ
た
為
、
今

回
の
申
告
か
ら
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る

方
も
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
に
は

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
し
た
け
ど
消
費
税
の

申
告
が
必
要
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
届
出

を
提
出
す
る
際
は
ご
注
意
を
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
と
消
費
税
に
つ
い
て
は
、

「
国
税
庁
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
」「
消
費
税
」

「
申
告
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し

て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

先
ほ
ど
も
そ
う
で
す
が
、
税
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
検
索
の
場
合
、「
国
税
庁
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
ネ
ッ
ト
情
報
は
間
違
っ
た
記
述
や
解

釈
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
参
考
と
し
て
間
違
っ
た
申

告
等
を
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
。

〇
節
税
に
つ
い
て

　

皆
様
が
一
番
知
り
た
い
と
こ
ろ
は
「
節

税
」
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
事
業

を
す
る
上
で
大
事
な
の
は
、「
収
入
増
」

「
経
費
削
減
」「
節
税
」
で
し
ょ
う
。
で
は
、

皆
様
は
納
税
金
額
を
い
つ
想
定
さ
れ
ま
す

か
？

　

今
年
の
確
定
申
告
で
は
な
く
、
来
年
の

確
定
申
告
の
納
税
も
予
想
し
て
ま
す
か
？   

5
年
後
の
税
金
も
考
え
て
ま
す
か
？　

何

が
い
い
た
い
の
か
と
い
い
ま
す
と
経
営
計

画
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

事
業
主
と
し
て
、
今
年
の
確
定
申
告
書

を
作
っ
て
み
た
ら
「
税
金
が
高
い
」
と
驚

き
、
慌
て
て
節
税
の
方
法
を
考
え
る
の
と
、

こ
の
税
金
は
想
定
内
で
今
年
度
の
事
業
が

順
調
に
い
く
こ
と
に
時
間
と
能
力
を
費
や

す
の
と
、
ど
ち
ら
が
い
い
か
ど
ち
ら
が
あ

な
た
の
理
想
か
と
、
一
度
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

ズ
バ
リ
！
一
番

効
果
的
な
節
税
は
し
っ
か
り
と
し
た
事
業

身
近
な
税
務
相
談
（
そ
の
18
）

　
確
定
申
告
と
節
税
に
つ
い
て



1617

計
画
を
立
て
て
そ
こ
に
想
定
さ
れ
る
納
税

額
、
納
税
時
期
ま
で
記
載
す
る
こ
と
な
の

で
す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、「
収
入
増
」

に
す
る
に
は
、「
経
費
削
減
」
の
方
策
な

ど
、
事
業
の
成
長
の
武
器
に
も
な
り
ま
す
。

「
節
税
」
も
大
事
で
す
が
、
ま
ず
は
「
事

業
の
繁
栄
」
で
す
。
納
税
額
と
納
税
時
期

は
す
べ
て
想
定
内
で
、
事
業
を
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

〇
具
体
的
な
節
税
の
紹
介

　

と
は
言
っ
て
も
、
少
し
は
具
体
的
な
節

税
の
方
法
も
興
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
あ
く
ま
で
最
終
的
に
は
、
ご
自
分
の

顧
問
税
理
士
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
相
談

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
私
の
独
り
言

を
こ
こ
で
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

①　

給
与
に
よ
る
節
税

　

個
人
で
言
え
ば
専
従
者
給
与
、
法
人
な

ら
役
員
報
酬
。
適
正
な
範
囲
で
、
ど
こ
ま

で
の
支
給
が
可
能
で
、
そ
の
支
給
に
よ
り
、

所
得
税
や
法
人
税
が
ど
れ
だ
け
減
少
す
る

か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

　

給
与
等
を
支
給
す
れ
ば
、
そ
の
給
与
に

も
税
金
が
か
か
り
、
社
会
保
険
料
も
負
担

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
ま
で

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
で
す
。

②　

小
規
模
企
業
共
済
の
活
用

　

所
得
税
の
計
算
で
、
控
除
対
象
と
な
る

小
規
模
企
業
共
済
の
掛
け
金
に
つ
い
て
、

月
額
上
限
7
万
円
の
掛
け
金
を
控
除
対
象

と
し
て
、
結
果
税
金
を
減
額
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

③　

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度

　

イ
ン
ボ
イ
ス
適
用
事
業
者
、
及
び
課
税

事
業
者
の
方
は
消
費
税
の
申
告
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
申
告
の
方
法
に

2
種
類
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　

一
般
課
税
方
式
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、

課
税
売
上
対
象
の
消
費
税
か
ら
課
税
仕
入

れ
の
消
費
税
を
差
し
引
い
て
、
年
間
の
税

額
を
計
算
す
る
方
法
で
す
。
考
え
方
と
し

て
は
所
得
税
の
所
得
の
計
算
に
似
て
い
ま

す
。

　

簡
易
課
税
制
度
と
は
、
そ
の
年
中
に
ど

れ
だ
け
課
税
仕
入
れ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
課
税
仕
入
れ
の
対
象
と
は
せ
ず
、
課
税

売
上
か
ら
課
税
仕
入
れ
を
事
業
区
分
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
割
合
で
計
算
す
る
方
法
で

す
。

　

簡
易
課
税
の
詳
し
い
内
容
は
「
国
税

庁
」「
消
費
税
」「
簡
易
課
税
」
で
ネ
ッ
ト

検
索
し
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
年
間
の
課
税
売
上
が

２
、０
０
０
万
円
の
生
産
農
家
さ
ん
の
場

合
、
消
費
税
は
、
２
、０
０
０
万
円
の
８

％
の
１
６
０
万
円
か
ら
、
課
税
仕
入
の

税
額
２
、０
０
０
万
円
の
８
％
の
80
％
の

１
２
８
万
円
を
控
除
し
た
、
32
万
円
が
消

費
税
の
納
税
額
に
な
り
ま
す
。
計
算
が
簡

単
な
の
は
言
う
ま
で
も
無
い
で
す
が
、
そ

れ
よ
り
、
生
産
農
家
が
８
割
も
経
費
と
し

て
認
め
て
計
算
が
で
き
る
と
い
う
点
が
凄

い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を

買
っ
た
り
、
倉
庫
を
建
て
た
り
し
た
場
合

は
、
一
般
課
税
で
申
告
し
た
場
合
が
消
費

税
の
納
税
額
が
少
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

簡
易
課
税
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
に
も
あ
り
ま
す
。
経
費
と
し
て
計
上
し

て
い
る
領
収
証
等
が
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
で

無
い
場
合
も
、
簡
易
課
税
を
選
択
し
て
い

る
事
業
者
は
問
題
な
く
、
売
上
か
ら
課
税

仕
入
れ
を
計
算
す
る
の
で
、
経
費
に
イ
ン

ボ
イ
ス
を
気
に
せ
ず
購
入
、
支
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
簡
易
課
税
は
事
前
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　

今
ま
で
3
点
だ
け
私
の
独
り
言
を
言
い

ま
し
た
が
、
税
理
士
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
も
っ
と
色
々
な
方
策
を
お
持
ち
の
方
が

い
ま
す
し
、
事
業
者
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

も
適
し
た
節
税
が
違
っ
て
き
ま
す
。
今
回

は
参
考
程
度
と
い
う
こ
と
で
。
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身
近
な
法
律
相
談
（
そ
の
15
）

　
子
ど
も
の
親
権

　

答 

▼　

 

親
権
は
、
未
成
年
の
子
の
身

分
上
お
よ
び
財
産
上
の
利
益
を
保
護
し
監

督
す
る
権
利
義
務
で
す
。
父
母
が
婚
姻
中

は
共
同
で
親
権
を
行
い
ま
す
。
離
婚
後
は

単
独
親
権
に
な
り
ま
す
が
、
近
い
う
ち
共

同
親
権
も
認
め
る
民
法
親
族
編
の
改
正
案

が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

１　
親
権
の
具
体
的
な
内
容

　

子
ど
も
の
利
益
の
た
め
に
監
護
し
教
育

を
受
け
さ
せ
（
民
法
８
２
０
条
）、
居
所

を
指
定
し
（
８
２
１
条
）、
職
業
を
許
可

し
（
８
２
３
条
）、
子
ど
も
の
財
産
を
管

理
し
、
そ
の
法
律
行
為
を
代
理
し
ま
す

（
８
２
４
条
）。

　

親
権
を
有
す
る
夫
婦
は
愛
情
を
も
っ
て

子
ど
も
を
一
人
前
の
人
間
に
な
る
よ
う
に

育
て
ま
す
。
子
育
て
は
喜
び
や
楽
し
み
が

多
い
反
面
、
心
配
や
苦
労
も
ま
た
多
い
。

　

問 

▼　

 

夫
は
賭
け
事
に
凝
っ
て
お
金

を
つ
ぎ
込
み
中
々
家
計
に
入
れ
て
く
れ
ま

せ
ん
。
小
学
生
の
長
女
の
子
育
て
に
も
協

力
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賭
け
事
を
や
め

る
よ
う
に
何
度
言
っ
て
も
一
向
に
態
度
を

改
め
な
い
の
で
、
夫
の
両
親
に
説
得
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
暖
簾
に
腕
押
し
で
効

き
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
見
込
み
が

な
い
の
で
、
夫
と
離
婚
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
私
が
長
女
の
親
権
者
に
な
る

つ
も
り
で
す
が
、
親
権
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

３　
父
母
が
離
婚
し
た
場
合　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
単
独
親
権

　

婚
姻
は
終
生
生
活
を
共
に
す
る
身
分
契

約
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
婚
姻
継

続
が
困
難
に
な
り
、
や
む
な
く
離
婚
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
令
和
２
年
の

離
婚
数
は
、
約
19
万
３
０
０
０
組
で
、
結

婚
し
た
３
組
に
１
組
が
離
婚
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　

協
議
離
婚
す
る
場
合
、
父
母
の
協
議

で
、
そ
の
一
方
を
親
権
者
と
定
め
ま
す

（
民
法
８
１
９
条
１
項
）。
裁
判
離
婚
を
す

る
場
合
は
、
裁
判
所
が
父
母
の
一
方
を
親

権
者
と
定
め
ま
す
（
同
条
2
項
）。
調
停

離
婚
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

　

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
は
、
母
が
親
権

者
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
家
庭
裁
判
所
の

実
務
も
そ
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

母
が
親
権
者
に
な
っ
た
場
合
、
父
に
は

子
ど
も
に
会
う
面
会
交
流
権
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
７
６
６
条
1
項
）。
子
ど
も

成
人
式
を
迎
え
た
新
成
人
が
「
こ
れ
ま
で

育
て
ゝ
も
ら
っ
た
親
に
感
謝
し
ま
す
」
と

言
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
親
の
苦
労
が

報
わ
れ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

２　
父
母
が
婚
姻
中
の
場
合　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
共
同
親
権

　

父
母
が
婚
姻
中
は
、
双
方
が
親
権
を
有

し
共
同
し
て
親
権
を
行
使
し
ま
す
（
民
法

８
１
８
条
3
項
）。
共
同
親
権
で
す
。

　

父
母
は
子
ど
も
に
食
事
を
摂
ら
せ
、
服

を
着
せ
、
習
い
事
を
さ
せ
、
ど
う
よ
う
な

学
校
に
行
か
せ
る
か
、
ス
マ
ホ
を
使
わ
せ

る
か
ど
う
か
、
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
こ
と
を

認
め
る
か
ど
う
か
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
さ
せ
る
か
ど
う
か
を
決
め
、
子
ど
も
の

た
め
に
預
貯
金
の
口
座
を
設
け
、
祖
父
母

か
ら
贈
与
受
け
た
不
動
産
や
金
銭
な
ど
を

管
理
し
た
り
し
ま
す
。
父
母
が
相
談
し
合

い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
利
益
に
な
る
よ
う

に
共
同
で
親
権
を
行
使
す
る
の
で
す
。

弁護士

谷　　正　之
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に
と
っ
て
も
父
に
会
う
権
利
が
あ
り
ま

す
。
父
母
が
離
婚
し
て
も
父
子
関
係
に
は

変
わ
り
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
未
成
年
の
子
が
養
親
と
養
子
縁

組
を
し
た
場
合
は
、
養
親
が
親
権
者
と
な

り
ま
す
（
８
１
８
条
2
項
）。
養
子
が
養

親
と
離
縁
し
た
場
合
は
、
離
縁
後
、
養
子

の
親
権
は
実
父
母
に
復
帰
し
ま
す
。

４　

離
婚
後
の
子
ど
も
の
親
権
に
つ

い
て
の
最
近
の
動
き
ー
単
独
親
権
の

ほ
か
に
共
同
親
権
を
認
め
る

　

離
婚
後
、
母
が
親
権
を
も
つ
場
合
、
別

の
所
に
住
ん
で
い
る
父
が
養
育
費
を
払
わ

な
い
、
面
会
交
流
が
な
さ
れ
に
く
い
な
ど

の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

⑴　

そ
こ
で
離
婚
し
て
も
、
父
母
の
共
同

親
権
と
す
れ
ば
、
養
育
費
が
払
わ
れ
や

す
い
し
、
面
会
交
流
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
、
子
ど
も
は
父
母
か
ら
愛
情
を
受

け
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

国
際
的
に
み
て
も
先
進
国
の
ほ
と
ん
ど

は
共
同
親
権
を
認
め
て
い
て
、
日
本
の

よ
う
に
単
独
親
権
だ
け
の
国
は
少
数
で

す
。

⑵　

離
婚
後
の
共
同
親
権
に
欠
点
が
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
離
婚
後
の
父

母
は
、
別
居
し
て
い
る
の
が
普
通
で
す

か
ら
、
共
同
親
権
で
父
母
の
意
見
が
異

な
る
場
合
、
子
ど
も
は
ど
ち
ら
の
意
見

を
聞
く
べ
き
か
わ
か
ら
ず
精
神
的
負
担

が
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
父
母
の
一
方
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
、
家
庭
内
暴

力
）
や
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
精
神

的
虐
待
）
が
あ
る
場
合
、
子
ど
も
は
避

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑶　

離
婚
後
の
親
権
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
法
制
審
議
会
家
族
法
制
部
会
で
長

年
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６

年
１
月
30
日
、
要
綱
案
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
協
議
離
婚
す
る
場

合
は
そ
の
協
議
で
、
裁
判
離
婚
す
る
場

合
は
家
庭
裁
判
所
で
、
離
婚
後
の
父
母

の
双
方
ま
た
は
一
方
を
親
権
者
と
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
単
独
親
権
の

ほ
か
に
新
し
く
共
同
親
権
を
認
め
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
協
議
離
婚
が
約
90
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
今
後
、
協
議
離
婚
に
際

し
、
単
独
親
権
に
す
る
か
、
共
同
親
権

に
す
る
か
で
争
い
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
申
立
て
に

よ
り
家
庭
裁
判
所
が
決
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
利
益
を
守
る
た

め
に
家
庭
裁
判
所
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
Ｄ
Ｖ
や
モ
ラ
ハ
ラ
が
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
場
合
は
、
単
独
親
権
と
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

前
記
家
族
法
制
部
会
の
要
綱
案
に
沿

っ
て
近
い
う
ち
国
会
で
審
議
さ
れ
民
法

親
族
編
が
改
正
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
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川　中　敬　三

農
地
の
基
礎
知
識
（
そ
の
18
）

　
配
偶
者
や
子
の
名
義
で
の
農
地
の
権
利
取
得
に
つ
い
て

　

耕
作
目
的
で
、
農
地
の
所
有
権
や
貸
借

の
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
農
地
法
第
３
条
第
１
項

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

許
可
権
者
は
、
権
利
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
農
地
を
管
轄
す
る
農
業
委
員
会
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
る
に
は
、
適
正
か
つ

効
率
的
な
農
地
利
用
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
取
得
後
、
農
地
の
全
て
で
効
率
的
に
耕

作
を
行
う
こ
と
【
全
部
効
率
利
用
要

件
】

②
法
人
の
場
合
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

で
あ
る
こ
と
【
農
地
所
有
適
格
法
人
要

件
】

③
信
託
に
よ
る
引
受
け
で
な
い
こ
と

④
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
（
原
則

１
５
０
日
以
上
）
す
る
こ
と
【
農
作
業

常
時
従
事
要
件
】

⑤
借
入
地
の
転
貸
・
質
入
れ
で
な
い
こ
と

⑥
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地
等
の
農
業

上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支

障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
【
地

域
調
和
要
件
】

　

こ
れ
ら
の
要
件
の
判
断
は
、
我
が
国
の

農
業
経
営
の
大
層
が
家
族
経
営
を
中
心
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
て
、

農
地
の
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
名
義

人
の
み
に
よ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
名
義
人

と
住
居
及
び
生
計
を
一
に
す
る
親
族
（
世

帯
員
）
並
び
に
そ
の
親
族
の
行
う
耕
作
の

事
業
に
従
事
す
る
２
親
等
内
の
親
族
（
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
世
帯
員
等
」
と
言
い

ま
す
）
も
含
め
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
世
帯
員
等
で
み
た
場
合
に
、

前
述
の
６
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
よ

く
、
た
と
え
世
帯
員
等
の
１
人
で
あ
る
配

偶
者
（
又
は
子
）
は
農
作
業
に
常
時
従
事

せ
ず
、
全
て
の
要
件
を
満
た
せ
な
い
場
合

で
も
、
他
の
世
帯
員
等
が
全
て
の
要
件
を

満
た
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
（
又

は
子
）
の
名
義
で
許
可
を
受
け
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

　
　
子
の
名
義
で
農
地
を
取
得
し
た
い

（
子
は
親
と
別
居
し
て
い
る
が
、　

親
が
経
営
す
る
農
業
に
一
緒
に
従

事
し
て
い
る
。
権
利
取
得
後
、
子

は
農
作
業
常
時
従
事
要
件
を
満
た

さ
な
い
）

　
　
妻
の
名
義
で
農
地
を
取
得
し
た
い

（
権
利
取
得
後
、
妻
は
農
作
業
常

時
従
事
要
件
を
満
た
さ
な
い
）

例②

例①

権利取得後の
農作業従事日数

夫　２００日
妻　　５０日

親世帯

子世帯権利取得後の
農作業従事日数

父親　２００日
母親　　５０日

権利取得後の
農作業従事日数

子　　　５０日
子の妻　　０日
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伝で
ん

聞ぶ
ん

仄そ
く

聞ぶ
ん　

日
本
の
伝
統
色

コンサルタント

池　上　正　彦

　

晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
わ
ず
か
な
間

で
す
が
、
山
々
は
山
吹
色
や
紅
葉
色
、
黄き

朽く
ち

葉ば

な
ど
が
混
然
と
な
っ
た
色
合
い
に
染

ま
り
ま
す
。
そ
し
て
冬
に
は
枯か
れ

茶ち
ゃ

や
榛は

り

摺ず
り

な
ど
の
樹
皮
の
色
に
変
わ
り
、
春
に
な
っ

て
木
々
が
芽
吹
く
と
若
菜
色
や
鶸ひ
わ

萌も
え

黄ぎ

に

染
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
初
夏
に
む
け
て
緑

は
濃
く
な
り
若
竹
色
や
松
葉
色
へ
と
変
化

し
ま
す
。

　

昔
か
ら
日
本
人
は
こ
う
し
た
自
然
の
色

の
変
化
を
楽
し
み
衣
装
に
も
そ
の
色
を

映
し
て
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
日
本
の
伝
統
色
と
よ
ば
れ
そ
の
数
は

三
百
五
十
種
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
染
め
る

衣
装
に
は
染
色
性
に
優
れ
た
絹
が
使
わ

れ
、
染
め
に
は
植
物
性
の
染
料
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
染
め
の
技
法
は
奈
良
時
代
に

確
立
さ
れ
平
安
時
代
に
は
宮
廷
や
貴
族
社

会
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
時
代
に
化
学
染
料
が
出

現
す
る
と
、
そ
の
後
の
百
五
十
年
ほ
ど
で

日
本
か
ら
伝
統
色
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
然
の
美
し
い
色
合
い
や
染
色
の
技

法
も
途
絶
え
て
、
草
木
染
め
は
木
綿
を
茶

色
く
染
め
て
素
朴
な
風
合
い
を
楽
し
む
だ

け
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
危
機
感
を
抱
い
て
日
本
独
特
の

伝
統
色
を
再
現
さ
せ
た
の
が
染
色
家
の
吉

岡
幸
雄
氏
で
す
。
氏
は
京
都
伏
見
で
江
戸

時
代
か
ら
続
く
染そ
め

司つ
か
さよ
し
お
か
の
五
代

目
当
主
で
す
が
、
若
く
し
て
美
術
工
芸

出
版
の
紫
紅
社
を
設
立
し
日
本
の
伝
統

的
な
色
彩
を
世
界
に
発
信
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
の
色
に
関
し
て
は
第
一
人
者
で

あ
り
、
テ
レ
ビ
や
広
告
な
ど
の
世
界
で
も

活
躍
し
て
〝
き
も
の
文
化
賞
〟
や
〝
菊
池

寛
賞
〟
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
本
人
に
よ

れ
ば
実
家
の
染
屋
を
継
ぐ
気
が
な
か
っ
た

の
で
早
稲
田
大
学
文
学
部
に
進
ん
だ
の
で

す
が
、
42
才
の
と
き
に
急
遽
継
ぐ
こ
と
に

な
り
真
っ
先
に
知
人
に
借
り
た
家
に
籠
も

っ
て
源
氏
物
語
を
読
み
込
ん
だ
と
い
い
ま

す
。
そ
し
て
化
学
染
料
を
使
わ
ず
自
然
の

染
料
で
、
い
に
し
え
の
技
法
に
学
び
な
が

ら
伝
統
色
の
再
現
を
行
お
う
と
決
め
た
そ

う
で
す
。
た
だ
、
実
際
に
始
め
て
み
る
と

苦
労
の
連
続
で
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば

黄こ
う

櫨ろ

染ぜ
ん

と
い
う
色
は
天
皇
が
着
る
束
帯
に

だ
け
使
わ
れ
て
一
般
に
は
使
え
な
い
禁き
ん

色じ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
染
め
の
技
法
は
長
く

秘
匿
さ
れ
、
色
相
に
つ
い
て
も
古
今
論
議

が
さ
れ
て
き
て
本
当
の
色
は
何
な
の
か
、

そ
れ
を
ど
う
染
め
る
の
か
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
古
文
書
を
調

べ
て
延
喜
式
に
『
黄き

櫨は
ぜ

綾
一
疋
に　

櫨
14

斤　

蘇す

芳お
う

11
斤　

酢
2
升　

灰
1  

薪
4

荷
』
と
あ
る
の
を
見
つ
け
、
櫨は
ぜ

の
木
に
含

ま
れ
る
黄
色
と
蘇
芳
の
赤
を
重
ね
て
色
を

再
現
し
た
の
で
す
。
室
内
で
は
鈍
い
赤
み

を
帯
び
た
黄
色
で
す
が
、
光
に
あ
た
る
と

輝
く
太
陽
の
よ
う
に
赤
が
浮
き
出
て
き
ま

す
。
こ
の
染
色
で
は
す
い
ぶ
ん
櫨
に
か
ぶ

れ
て
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
吉
岡
氏
は
『
伝
統
色
の
再
現
に
は

素
材
と
な
る
絹
の
品
質
が
と
て
も
大
事
』

と
語
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
京
の
手
描
き

友
禅
は
『
絹
は
白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で

品
質
は
均
一
な
ら
安
い
中
国
産
で
も
問
題

な
い
』
と
い
い
ま
す
。
色
の
表
現
に
こ
だ

わ
る
吉
岡
氏
と
柄が
ら

を
描
く
こ
と
に
こ
だ
わ

る
手
描
き
友
禅
の
違
い
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
か
氏
は
野
村
町
に
あ
る
シ
ル
ク

博
物
館
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
生

糸
の
品
質
に
こ
だ
わ
っ
て
養
蚕
か
ら
製

糸
・
染
色
・
製
織
ま
で
を
一
貫
し
て
行

い
、
次
の
染
色
家
を
育
て
て
い
る
姿
勢
に
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賛
同
し
、
し
ば
し
ば
来
県
し
て
シ
ル
ク
博

物
館
に
学
ぶ
織
姫
た
ち
を
指
導
し
て
い
ま

し
た
。

　

余
談
な
が
ら
東
京
赤
坂
で
吉
岡
幸
雄
展

が
あ
り
一
緒
に
食
事
し
て
い
た
と
き
の
こ

と
、
話
が
憲け
ん

法ぽ
う

黒く
ろ

に
及
ん
だ
の
で
『
京
の

吉
岡
家
と
い
え
ば
宮
本
武
蔵
と
一
条
下
が

り
松
で
決
闘
し
た
吉
岡
憲
法
と
ゆ
か
り
が

あ
る
の
で
す
か
』
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

じ
つ
は
室
町
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
京
に

吉
岡
憲
法
と
い
う
剣
術
を
よ
く
す
る
兵
法

家
が
い
て
宮
本
武
蔵
と
決
闘
し
た
と
こ
ろ

敗
れ
、
そ
の
後
染
屋
に
な
っ
て
黒
染
め
の

技
法
を
極
め
て
い
る
の
で
す
。『
た
し
か

に
吉
岡
を
た
ど
れ
ば
吉
岡
一
門
に
つ
な
が

り
ま
す
が
、
私
と
は
血
が
つ
な
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
吉
岡
家
は
足
利
将
軍
の
兵
法
指

南
役
で
し
た
が
、
豊
臣
方
に
味
方
し
た
の

で
大
阪
冬
の
陣
の
あ
と
に
剣
を
捨
て
弟
子

と
と
も
に
染
屋
を
始
め
て
い
ま
す
。
か
な

り
繁
盛
し
て
吉
岡
染
と
か
憲
法
黒
な
ど
の

名
で
流
行
し
ま
し
た
。
あ
る
と
き
但
馬
の

出い
ず

石し

に
あ
る
造
り
酒
屋
の
倅
が
一
軒
の
吉

岡
染
に
奉
公
に
入
り
、
そ
の
後
、
屋
号
を

も
ら
っ
て
独
立
し
た
の
が
う
ち
の
初
代
で

す
。
堀
川
通
り
に
は
軒
を
つ
ら
ね
て
染
屋

が
あ
り
、
吉
岡
と
い
う
屋
号
も
多
く
あ
っ

て
染
屋
の
代
名
詞
で
も
あ
り
ま
し
た
。』

　

京
都
人
は
時
間
に
関
す
る
感
覚
が
一
般

と
は
違
っ
て
い
て
、
吉
岡
さ
ん
も
江
戸
初

期
の
話
な
ど
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。
長
い
歴
史
の
あ
る
京
都
な
ら
で

は
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
人
が
掌
中

の
珠
と
し
て
長
く
育
ん
で
き
た
日
本
の
色

を
無
く
し
て
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

　

そ
の
吉
岡
さ
ん
は
令
和
元
年
に
亡
く
な

り
、
い
ま
は
娘
の
更
紗
さ
ん
が
6
代
目
の

当
主
と
し
て
染
師
の
福
田
伝
士
さ
ん
と
工

房
を
守
っ
て
い
ま
す
。
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